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テーマ 樋門周辺部の水地に生息する絶滅危惧種を中心とした生物の調査と保全対策の提言

発表者 小林朋道 鳥取環境大学 環境情報学部 環境政策学科 教授

概 要

鳥取県の河川の調査により以下のような事項が明らかになった。（１）近年日本で絶滅が危惧されているスナ

ヤツメやアカハライモリ、メダカ等の希少動物が樋門の周辺部の水場に高い確率で生息している．（２）これら

の動物は、周辺の護岸が自然土や石垣で覆われ水の溶存酸素量や透明度が高い樋門水場で見つかりやす

い．（３）これら動物の樋門生息地は工事等による破壊や孤立化による遺伝多様性的多様性の減少といった被

害を受けやすい．これらの調査結果に基づき、生息地や個体群の保全作業も進めている。

【来場者へのメッセージ】 身近な自然の野生生物が減少することは我々人間にとって物心ともに大きな損失です。
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